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跡津川断層沿いの電気比抵抗構造 (序報)

Electrical resistivity structure along the Atotsugawa fault -Preliminary Report-
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平成 16年度からの 5ヶ年計画である「地震予知のための新たな観測研究計画 (第 2次)」では、新潟－神戸歪集中帯の
ほぼ中央部に位置する跡津川断層周辺において、高密度の地震・GPS観測および比抵抗構造調査のための合同観測が実
施されている (Hirata, 2004)。歪集中帯周辺の下部地殻のモデルの高度化を目的として、2004年には、跡津川断層を横切
る測線 (測線長 120km、測点数 30点)で、広帯域 MT 法を用いた比抵抗構造探査を実施し、跡津川断層に直交する断面
での比抵抗構造の推定を行った (吉村・歪集中帯地殻比抵抗研究グループ、2005)。

2005年 10月下旬～11月上旬にかけて、跡津川断層に沿った測線 (測線長 50km、測点数 7点)において、広帯域 MT
観測を実施した。2005年の観測の目的は、断層に沿った不均質構造の解明である。跡津川断層沿いの微小地震活動は不
均質に分布しており、断層中央部では地震活動の低い領域 (深さ 10km程度まで)の存在が指摘されている (Ito and Wada,
2002)。また、この地震活動の低い領域は、断層のクリープ運動の指摘されている場所に一致する。2005年の 7観測点
に、2004年の 2観測点を加え、計 9観測点のデータを用い解析を行った。予察的な本解析では、断層方向の断面につい
て、それに並行する電場および直交する磁場から算出されるモードのみを用いた 2次元比抵抗構造解析を行った。イン
バージョンには、Ogawa and Uchida (1996)のコードを用いた。得られた比抵抗モデルでは、地震活動の低い領域に高比
抵抗ブロックが、また、地震発生層を取り囲むように深部に低比抵抗領域が推定された。推定された高比抵抗ブロック
は、この領域が断層面上の固着域である可能性を示唆する。


